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　旧マッケンジー住宅は、故ダンカン・Ｊ・マッケンジー、故

エミリー・Ｍ・マッケンジー夫妻の旧宅です。夫は茶貿易商と

して、夫人は社会福祉家として静岡市にゆかりのある人物で、

夫人は静岡市の名誉市民第１号でもあります。

　昭和 47 年の夫人の帰国後は静岡市が所有し、平成 9 年に国

登録有形文化財に登録されました。市内に残る数少ない戦前の

洋館のひとつとして広く一般に公開されています。（浦田 翠）

駿河区 旧マッケンジー住宅
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明
る
い
長
寿
社
会
を
目
指
し
て

 

　
一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
服
部 

富
士
男

《後列左から》
井出 志津夫　吉田 堅吉　田島 正保　小谷 郁夫　小林 弘
菅野 稔　八木 隅雄　鈴木 富男　武田 俊雄　水上 博

《前列左から》
田中 光子　笠井 泰子（副会長）　朝倉 隆彌（副会長）

服部 富士男（会長）　永田 重郎（副会長）　伴野 文子　北村 すゑ子

理事一同（敬称略）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
高
齢
化
社
会

の
厳
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
明
る
い

長
寿
社
会
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
を
と

お
し
て
健
康
と
生
き
が
い
を
獲

得
し
、
多
く
の
楽
し
い
活
動
を

展
開
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
二
点

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
は
組
織
体
制
の
充
実
で

す
。
次
の
リ
ー
ダ
ー
と
後
継
者

を
し
っ
か
り
育
成
し
、
ク
ラ
ブ

組
織
を
確
実
に
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、

自
治
会
等
と
つ
ね
に
連
携
す
る

と
と
も
に
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

第
二
は
会
員
の
行
事
活
動
へ

の
積
極
的
参
加
で
す
。
年
齢
層

の
拡
大
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

文
化
伝
承
行
事
・
地
域
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
等
多
様
な
交
流
事
業

を
心
が
け
、
会
員
誰
も
が
楽
し

く
参
画
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
活

動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
現
在
実

施
中
の
会
員
増
強
運
動
に
も
つ

な
が
り
、
会
員
増
加
の
実
現
に

寄
与
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

謹賀新年   本年もよろしくお願い申し上げます

藤本 正洋 中島 秀雄遠藤 榮壽
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

静
岡
市
長
　
田
辺
　
信
宏

女性委員一同（敬称略）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
８
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
3

次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
・
基

本
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
の
６
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
の
１
つ

が
、
健
康
都
市
「
市
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
で

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
が

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

静
岡
型
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ

た
生
活
環
境
を
活
か
し
健
康
寿

命
延
伸
の
施
策
を
拡
充
す
る
こ

と
で
、
世
界
に
誇
れ
る
健
康
長

寿
の
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
に
根
差
し
た
友
愛
・
奉

仕
活
動
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

《後列左から》
北村 すゑ子　鈴木 よし江　浦田 翠
時森 たみ子　川島 喜示榮

《前列左から》
原川 賀子　田中 光子（副委員長）

笠井 泰子（委員長）　伴野 文子（副委員長）　加藤 静子

化
活
動
ま
で
多
彩
な
活
動
を
展

開
さ
れ
、
日
々
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ま
は
、
ま
さ
に
健
康
長
寿
を
実

践
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
手
本
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
会
員
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す

が
、
そ
の
活
動
は
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
み
な

ら
ず
、
笑
顔
に
満
ち
た
明
る
い

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
経
験
豊
か
な
皆
さ
ま
の
知

恵
と
力
を
、
静
岡
市
政
に
活
か

し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石川 幸子 井上 洋子
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市
老
連 

三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会

支
部
を
越
え
た
交
流
で
絆
を
深
め
る

 

8
月
8
日
（
金
）
は
ー
と
ぴ

あ
清
水
6
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、参
加
者
２
０
０
名（
葵

区
支
部
60
名
・
駿
河
区
支
部
50

名
・
清
水
区
支
部
90
名
）
に
よ

り
三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は

久
能
山
東
照
宮
の
落
合
偉
州
宮

司
に
よ
る
講
演
で
「
徳
川
家
康

公
と
久
能
山
東
照
宮
」
の
講
話

で
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
国
王
か
ら

贈
ら
れ
た
時
計
の
由
来
、
家
康

公
の
遺
訓
等
の
お
話
で
し
た
。

 　

午
後
か
ら
は
、
三
区
女
性

会
員
の
代
表
者
に
よ
る
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
駿
河
区
は
丸
子

新
田
の
公
民
館
・
公
園
が
出
来

て
老
人
ク
ラ
ブ
に
賛
同
し
て
加

入
者
が
増
え
た
と
い
う
報
告
で

し
た
。
葵
区
か
ら
は
楽
し
い
行

事
を
次
々
と
行
い
、
楽
し
げ
な

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
清
水
区
は
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
の
様
子
を
「
光
輝
高
麗

者
」
な
ど
当
て
字
し
な
が
ら
笑
い

を
と
っ
て
と
て
も
楽
し
い
発
表
で

し
た
。

 　

各
支
部
と
も
に
地
域
と
の
交

流
を
と
り
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

 　

ま
た
各
支
部
に
よ
る
お
楽
し

み
披
露
と
し
て
、
今
年
度
は
リ
フ

ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

行
い
、
葵
区
3
名
、
駿
河
区
2
名
、

清
水
区
4
名
の
計
9
名
が
出
場
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た

素
敵
な
素
晴
ら
し
い
作
品
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。（
浦
田 

翠
）

市 老 連 の 活 動

代表者の事例発表に

真剣に耳を傾けています

司会を担当した

浦田さんと伴野さん

自らモデルになり自慢の衣装を披露しました

各支部とも工夫をこらした活動の様子を

発表しました



（5）第 20 号 市 老 連 だ よ り 平成 27 年 1 月発行

私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵区　美和学区
美和踊りの会「百歳音頭」
　明るく楽しい踊りを、今年 99
歳になられた保坂種代さんが皆さ
んと一緒にお元気に踊られ驚きま
した。もうすぐ 100 歳ですね !!

駿河区　南部学区　ＡＫＢ−７２　「男山笠」
（あっぱれ母ちゃんばあちゃんセブンティーツゥ）　
　「週二回の猛特訓に堪え、団結と和を求め一
同一丸となって踊ります」という言葉通り、き
りりとした踊りが恰好良かったです。

清水区　辻地区　辻踊り愛好会
栃木県民謡「野州田植唄」
　米所に唄い継がれた田植唄の振
り付けは柴田先生です。昔懐かし
い田園風景を手作りの小道具や古
い道具を使って表現し、楽しく踊
ってくれました。

開催日／平成 26 年 9 月 30 日（火）10 時開演
場　所／静岡市清水文化会館マリナート大ホール
主　催／静岡市老人クラブ連合会
主　管／静岡市老人クラブ連合会清水区支部

市 老 連 の 活 動

舞台彩る 芸達者たち
45 組 558 名が練習の成果を披露

第 10 回 芸能発表会

（川島 喜示榮）
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　久々のゴルフ日和に恵まれ、晩秋の安
倍川河川敷に、会長挨拶、ご来賓の祝辞
を受け、総勢６１２名（葵区１８０名　
駿河区１８０名　清水区２５２名）の各
地区大会を勝ち抜いた選手によって熱戦
が繰り広げられました。（鈴木 健仁）

開催日／平成 26 年 10 月 30 日（木）
場　所／松富スポーツ広場

男性の部

優　勝 大滝　良平 清水区　岡　

準優勝 小泉　憲昭 清水区　小島

第３位 望月　　勉 清水区　蒲原

女性の部

優　勝 澤村由香子 葵　区　安　東

準優勝 大村美志江 清水区　駒　越

第３位 池田　征子 葵　区　千代田

　

平
成
26
年
11
月
7
日
（
金
）
、
島
田
市

大
井
川
川
越
広
場
、
島
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
に
て
約
６
５
０
名
が
参
加
し
、

第
12
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
市
か
ら
は
68
名
が
参
加
し
、
赤
・
白
・

青
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
て
結
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
山
口
勝

巳
さ
ん
（
清
水
区
）

が
赤
コ
ー
ト
3
位
、

同
じ
く
赤
コ
ー
ト

５
位
に
外
岡
芳
雄

さ
ん
（
清
水
区
）
が

入
賞
を
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

大会結果

第 10 回 市老連グラウンド・ゴルフ大会

市 老 連 の 活 動

600 名を超える選手が集結 !!　熱戦を展開 !!

穏やかな秋空の下で試合が行

われました。和やかに談笑す

る姿も見られ、参加者の交流

も深まりました

打つ前の真剣な表情

狙うはホールインワン

シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会
静岡市老連より68名が出場　3位・5位入賞
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　総勢約７５０名を前に、会長並
びに大会委員長の力強い開会の辞
に始まり、各競技が次々に進行
し、応援席からの声援にも押さ
れ、誰にも親しまれる大会が定着
しました。（鈴木 健仁）

男性の部

優　勝 薮田　勝 いろりばた会（服　織）

準優勝 萩原　実 内牧寿会　（美　和）

第３位 岡本　茂 いろりばた会（服　織）

女性の部

優　勝 太田　直美 しののめ会（安　東）

準優勝 藤巻　貞子 大花会　　（千代田）

第３位 海野　ふみ 芦寿会　　（美　和）

開催日／平成 26 年 10 月９日（木）　場所／中央体育館

優　勝 第２ブロック
井川・梅ヶ島・大河内

玉川・賤機・美和・井宮

準優勝 第１ブロック
中藁科・南藁科・服織

安西・田町・三番町

第３位 第４ブロック
安東・伝馬町・横内

一番町・駒形

第４位 第３ブロック 西奈・千代田・竜南・麻機

開催日／平成 26 年９月８日（月）　場所／松富スポーツ広場

　各学地区から選ばれた仲間
づくり、 健康づくりの選手
２８０名が参加し、優勝目指
して競いました。（鈴木 健仁）

大会結果

　当日、静岡第一テレビ「○
まる

ごとワイド」の取材（放送）

があり、敬老の日を控えて、高齢者の「輝いていたあ

の頃」をテーマに会員がインタビューを受けました。

　９１歳（大正１２年生まれ）のグラウンドゴルフ歴１３年の

女性は、８８歳の時チャンピオン大会で優勝したときが思い出

されると言い、現在でもいいかげんな人には負けないと豪語し

ていたのが印象的でした。

第 9 回 葵区支部スポーツ大会

第 2 回 葵区支部グラウンド・ゴルフ大会

支 部 活 動 紹 介 《 葵  区 》

優勝カップ目指

して 280 名の選

手が競いました

ロングホールは力一杯打ちます

玉入れ競技

投げる力加減が難しいです

接戦を制し第 2 ブロックが優勝 !!
大会結果

「輝いていたあの頃」を振り返って
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　穏やかなスポーツ日和、私
たち駿河区支部のグラウン
ド・ゴルフ大会が開催されました。
参加者の皆さんは真剣な眼差しでク
ラブを振り、健康づくり、体力づく
りをめざしてプレーを楽しみ、スコ
アを競い合いました。

　大会はスムーズに行われ、予定より早く終了することが出来まし
た。これも参加された皆さんの協力のおかげです。ありがとうござ
いました。そしてお疲れさまでした。（浦田 翠）

開催日／平成２６年９月９日（火）
会　場／松富スポーツ広場
参　加／４８チーム　２８８名
協　力／静岡市グラウンド・ゴルフ協会

女性の部

優　勝 鈴木　康子 中　島

準優勝 杉本　信子 大　谷

第３位 小澤　恵子 大　谷

男性の部

優　勝 八津　庄吾 大　谷

準優勝 高田　耕輔 森　下

第３位 山崎　恒丸 西豊田

開催日／平成 26 年 10 月 3 日（金）

会　場／中央体育館　参加／役員・選手 566 名

　服部会長が不在のため、八木副会長の挨
拶があり、その後競技が開始され選手の皆
さんは力の限り精一杯走り、頑張り、また
笑いもあり、会場を盛り上げていました。
　親睦を深め、ケガもなく楽しい大会とな
りました。競技もスムーズに進行し、予定
時間より早く終了しました。選手、役員の
皆さま大変お疲れさまでした。（浦田 翠）

優　勝
第１ブロック（赤）

〈長田北・長田西・長田東・長田南・川原〉

準優勝
第２ブロック（黄）

〈大里西・中島・中田・南部・富士見〉

第３位
第３ブロック（青）

〈森下・大里東・大谷・久能・西豊田・東豊田・東源台〉

大会結果

大会結果

第 9 回 駿河区支部スポーツ大会

第 2 回 駿河区支部グラウンド・ゴルフ大会

支 部 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

第 1 ブロックが熱戦を制す !!
第 2 ブロックの 7 年連続優勝ならず

大玉転がし競走

折り返しが難しい !!

ボール送り競走

みんなの息を合わせて…

ホールポストは目の前

慎重にボールを打ちます
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

開催日／平成 26 年 10 月 17 日（金）

会　場／清水庵原球場多目的広場

参　加／ 21 地区　役員委員・選手・応援　約 1,600 名

優　勝 興 津 地 区 第４位 岡 地 区

準優勝 蒲 原 地 区 第５位 江 尻 地 区

第３位 庵 原 地 区 第６位 不二見地区

（参加選手のひとこと）
・秋晴れのもと、競技に集中し、爽快な気分でした。
・チームが団結してプレーし、好成績となりました。
・くりかえしの練習が、大会の結果につながったようです。
・パン喰い競走では、童心にかえり楽しみました。

開催日／平成 26 年 9 月 16 日（火）

会　場／清水総合運動場陸上競技場

参加者／ 21 地区男女各 5 人　合計 210 人

個人の部（女性）

優　勝 安本美恵子 不二見

準優勝 酒井キミヨ 駒　越

第３位 佐々ちよ子 駒　越

個人の部（男性）

優　勝 栗田　陽吉 高　部

準優勝 森田　正男 庵　原

第３位 河原崎正治 興　津

　大会では袖師地区嶺保育園児の鼓笛隊
演奏行進のあと、２１地区代表チームに
より競技７種目が盛大に行われました。

（辻 幹夫）

残暑が厳しいなか、各選手が真剣にプレー
し、大会は盛り上がりました。 団体の部

優　勝 有度地区

準優勝 高部地区

第３位 駒越地区

大会結果

大会結果

支 部 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

第 42 回 清水区高齢者スポーツ大会

第 16 回 清水区支部グラウンド・ゴルフ大会

仲間が見守る中での一打

うまく飛んだかな？

周りの仲間もボールの行

方が気になります

スポーツ交流であふれる笑顔

園児による鼓笛隊の演奏行進 秋晴れの中での競技、気分爽快 !!順送球　みんなのチームワークが大事です
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
葵

区
一
番
町
に
、
昭
和
53
年
頃
ふ

た
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
一
番
町
の
地
形

が
７
０
０
ｍ
ほ
ど
も
あ
る
細
長

い
地
形
の
町
の
た
め
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
上
と
下
の
二
つ

の
老
人
ク
ラ
ブ
は
昭
和
60
年
4

月
に
併
合
さ
れ
「
一
番
町
一
寿

会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
55
名
で
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
ク
ラ
ブ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
行
事
や
活
動
で

は
団
結
を
し
て
非
常
に
ま
と
ま

り
の
あ
る
良
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

一
寿
会
は
会
員
が
集
い
、
互

い
に
楽
し
み
、
憩
い
、
親
睦
を

図
り
な
が
ら
、
日
常
の
生
活
を

よ
り
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
も
毎
月
第
2
金
曜
日
を

「
憩
い
の
日
」
と
定
め
て
集
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
2

木
曜
日
に
は
輪
投
げ
の
練
習
を

行
い
、
健
康
維
持
に
役
立
て
な

が
ら
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い

と
交
流
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
奉
仕
活
動
と
し
て
公
園
や

神
社
の
清
掃
に
も
積
極
的
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
行
事
も
、
春
の
お
花
見

会
、
夏
の
納
涼
会
、
秋
の
バ
ス

旅
行
、
お
正
月
の
新
年
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
を

通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
な
が
ら
、
健
康
で
心
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
に
留
意
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵  区 》

一
番
町
学
区
　
一
寿
会

梶
　
富
造

活
動
を
通
じ
て

　
心
豊
か
な
日
常
を

春のお花見会にて記念撮影

みんなで集まり、交流を持つことが日々の生活に潤いを与えてくれます
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
東
新
田
せ
き
れ
い
会

で
は
、
会
員
の
心
身
共
に
健
康

な
生
活
、
並
び
に
会
員
同
士
の

連
帯
感
を
深
め
仲
間
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
活
動
の
中
に
園
児
と
の
交
流

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
若
さ

を
保
ち
、
世
代
間
交
流
を
通
し

て
地
域
の
絆
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。
園
児
た
ち
も

交
流
会
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
て
、
こ
の
交
流
会
は
15
年

も
続
い
て
い
ま
す
。

年
間
5
回
の
交
流
会

①
昔
の
遊
び
「
竹
馬
・
竹
と
ん

ぼ
・
お
手
玉
・
折
り
紙
・
輪
投

げ
な
ど
」

　

竹
と
ん
ぼ
・
お
手
玉
・
折
り

紙
な
ど
簡
単
に
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
1
年
た
っ
て
も

う
ま
く
で
き
な
い
も
の
に
竹

馬
・
コ
マ
回
し
が
あ
り
ま
す
。

②
歌
を
歌
う

③
焼
き
芋
大
会

　

園
児
が
畑
で
作
っ
た
さ
つ
ま

い
も
で
や
き
い
も
を
し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅
に
ブ
ロ
ッ
ク

で
か
ま
ど
を
作
り
、
新
聞
紙
と

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
巻
い
た
さ
つ

ま
い
も
を
入
れ
て
焼
き
ま
す
。

④
お
茶
会

　

公
民
館
の
和
室
を
使
い
、
抹

茶
の
先
生
の
指
導
で
園
児
同
士

ペ
ア
を
組
ん
で
お
茶
会
を
し
ま

す
。
園
児
た
ち
は
す
ご
く
緊
張

し
て
い
ま
す
。

⑤
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

　

園
児
が
作
っ
た
カ
レ
ン
ダ

ー
・
折
り
紙
・
鉛
筆
な
ど

　

高
齢
者
は
、
子
供
と
「
ふ
れ

あ
う
」
こ
と
で
心
が
健
康
に
な

り
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

園
児
と
の
交
流
で

心
身
の
若
さ
を
保
つ

子どもたちの笑顔に

会員も元気をもらいます !!

長
田
東
学
区
　
東
新
田
せ
き
れ
い
会
　

会
長
　
長
島 

榮
二



（12）第 20 号市 老 連 だ よ り平成 27 年 1 月発行

私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
三
保
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
6
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
の

集
ま
り
で
、
こ
の
度
世
界
文
化

遺
産
に
な
っ
た
富
士
山
の
構
成

資
産
の
三
保
の
松
原
が
あ
る
三

保
半
島
に
あ
り
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
行
事

と
し
て
、
毎
月
一
回
の
定
例
会

が
あ
り
ま
す
。
行
事
は
三
保
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
行
う

こ
と
が
多
く
、
楽
し
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
企
業
の

厚
意
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
貸
し
て

頂
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

や
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
は
月
2
回
土
曜
日
に
、
ク
ロ

ッ
ケ
ー
は
第
1
・
第
3
土
曜
日

に
試
合
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
は
静
岡
新
聞
に
掲
載

さ
れ
、
そ
れ
を
読
む
の
も
会
員

の
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
先
輩
か
ら

引
き
継
い
だ
行
事
に
三
保
海
岸

の
清
掃
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
第

2
・
第
4
月
曜
日
の
午
前
中
に

行
っ
て
い
る
小
さ
な
活
動
で
す

が
、
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
そ

の
こ
と
も
、
こ
の
度
の
世
界
遺

産
登
録
の
一
助
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
清
掃
活
動
は
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

頑
張
っ
て
続
け
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

そ
の
他
の
活

動
と
し
て
、
小

学
校
か
ら
の
要

望
で
今
年
度
か

ら
花
壇
の
手
入

れ
や
プ
ラ
ン
タ

ー
の
花
の
植
え

付
け
な
ど
を
、

用
務
員
と
一
緒

に
第
1
・
第
3
月
曜
日
の
午
前

中
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
花

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
早

く
咲
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
学
校
側
は
卒
業
式
に

は
花
で
飾
っ
て
送
っ
て
や
り
た

い
と
考
え
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
私
た
ち
も
そ
れ
に
応
え
る

よ
う
頑
張
っ
て
や
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
生
涯
学
習
交
流
館
の
主

催
で
、
は
ご
ろ
も
大
学
を
開
校

し
て
お
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
に
入
学
を
勧
め
て
、
知
識

と
教
養
を
高
め
る
た
め
皆
で

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
会
員

か
ら
学
長
を
選
ん
で
運
営
会
を

作
り
、
一
年
間
の
計
画
を
立
て

て
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
勉
強

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
年
に
一
度
の
野
外

研
修
で
は
バ
ス
の
日
帰
り
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
太
鼓

や
料
理
教
室
、
大
正
琴
を
月
2

回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

や
清
水
区
支
部
主
催
の
行
事
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

引
き
継
ぎ

　
伝
え
て
い
く
活
動

三
保
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
長
澤
栄
一
郎

三保海岸の清掃作業

これからも続けていきます
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　三区合同の第１回大会となり、地区代表チームにより気力あ
ふれるプレーと熱戦が繰り広げられました。また、予選２位３
位４位グループのトーナメントも行われ、大会は大盛況でした。
　今回優勝した清水区庵原地区、原長養会Ｂチームが、ねんり

ん ピ ッ ク 山 口 ２ ０ １ ５
ペ タ ン ク 交 流 大 会 の 静
岡 市 代 表 と し て 出 場 を
いたします。なお、服部
市 老 連 会 長 も チ ー ム 監
督で出場しました。

（辻 幹夫）

代表チーム決定トーナメント

優　勝 原長養会 B 清水区 庵原

準優勝 辻 A 清水区 辻

第３位 高部鳥坂 清水区 高部

第３位 高部押切南 清水区 高部

予選２位３位４位の各部の１位

２位グループ 江尻 A 清水区 江尻

３位グループ 辻 B 清水区 辻

４位グループ 三保 B 清水区 三保

　

11
月
17
日
（
月
）
午
前
10
時
、

秋
晴
れ
の
下
、
清
水
区
支
部
会
員

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
松

の
落
ち
葉
を
か
き
集
め
て
袋
詰
め

し
た
り
、
草
取
り
に
１
時
間
余
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。（
辻 

幹
夫
）

開催日／ 11 月 19 日（水）　場所／清水庵原球場多目的広場

参　加／ 64 チーム（葵 4・駿河 5・清水 55）　役員選手 330 人

大会結果

　

12
月
5
日
（
金
）
第
3
回
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
輪
投
げ
大
会
が

焼
津
市
総
合
体
育
館
（
シ
ー
ガ
ル

ド
ー
ム
）
に
て
53
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
市
か
ら
も
6
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
13
位
の
由
比
Ａ

チ
ー
ム
が
最
高
で
、
残
念
な
が
ら

入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「三保の松原」清掃作業
１００名の会員が参加

市 老 連 の 活 動

第１回 市老連ペタンク大会

記念すべき第 1 回大会を開催
　　栄えある優勝は庵原地区 原長養会Ｂチーム !!

ねんりんピック山口２０１５
ペタンク交流大会出場チーム選考会

競技の前に準備体操

ケガの無いように

頑張りましょう

みんなで試合の行方を見守ります

第３回 県輪投げ大会
入賞ならず
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

期　　間／ 11 月 7 日（金）〜 10 日（月）9:00 〜 17:00

会　　場／はーとぴあ清水６階多目的ホール

参加団体／静岡市老人クラブ連合会清水区支部

　　　　　福祉団体・老人施設

期　　間／ 11 月 26 日（水）〜 30 日（日）

会　　場／静岡市民ギャラリー

参加団体／静岡市老人クラブ連合会葵区支部・駿河区支部

　　　　　老人福祉センター・老人ホーム・福祉団体

葵区・駿河区合同作品展

清水福祉総合文化祭作品展

芸 術 に ふ れ  心 豊 か に な る ひ と と き

出展数

356 点

来場者

704 人力作勢揃い　どの作品も素晴らしいです会場は多くの来場者で賑わいました

出展数

747 点

来場者

1,178人
陶芸や手芸盆栽など様々な作品が出展されました

セレモニーでは

テープカットが

行われました
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池
田
さ
ん
は
、
11
月
に
開
催
さ

れ
た
清
水
福
祉
総
合
文
化
祭
作
品

展
工
芸
の
部
へ
『
剪
定
鋸
』
を
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
鋸
の
刃
は
専
門

店
か
ら
購
入
し
、
サ
イ
ズ
の
切

断
、
柄
と
取
り
付
け
金
具
の
作
成

な
ど
万
力
を
使
い
仕
上
げ
ま
す
。

終
戦
時
ま
で
、

工
作
機
械
製
作

工
場
で
旋
盤
組

立
の
仕
事
に
従

事
し
、
そ
の
経
験
か
ら

手
際
よ
く
作
業
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
戦
後
は
、

家
業
の
農
業
と
牡
蠣
、

真
珠
養
殖
業
を
引
き
継

ぎ
、
現
在
は
ミ
カ
ン
栽

培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
6
時
に
は
起
床

し
て
自
分
で
車
を
運
転
し
、
農
作

業
を
し
ま
す
。
植
木
の
手
入
れ
、

農
具
の
修
理
の
ほ
か
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Y
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
歌
謡
や
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
、
大
正
琴
の
演
奏
曲
を
聴

い
て
楽
し
ん
だ
り
、
エ
ク
セ
ル
で

日
記
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
旅
行
や
総
会

に
参
加
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
顔
を
合

わ
せ
話
を
す
る
と
気
持
ち
が
明
る

く
な
る
そ
う
で
す
。
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
仕
事
で
汗
を
流
し
、
失

敗
し
た
ら
原
因
を
追
究
す
る
な
ど

頭
も
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
る

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
前
向
き
の
姿
勢
で
健
康
長
寿
の

生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。（
辻 

幹
夫
）

部門別

出品数

優秀作品

受賞者

カジュアル

22 点

望月　登子

（江尻）

フォーマル

6 点

梅島喜和子

（興津）

ホームウエア

8 点

小倉　恵子

（駒越）

清水区支部リフォームファッションショー＆コンサート

8月31日（日）清水テルサホール

ファッションショーの後はコンサートが行われ、

コレギウム・ムジクム静岡の演奏で会場は盛り上がりました

出場者／女性会員36名・愛唱歌クラブ

作業場での池田さん

まだまだ元気に仕事と趣味に頑張ります
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勤
続
42
年
間
の
公
務
員
生
活
を
卒
業
し
て
や
れ
や
れ

と
思
い
き
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
声
が
か
か
り
入

会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
会
長
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
も
や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
高
齢
な
の
で
活
動
は
あ
ま
り
出
来

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
り
、
協
力

し
あ
っ
て
仲
良
く
明
る
く
楽
し
い
会
に
し
て
い
ま
す
。

毎
月
1
回
定
例
会
を
開
き
、
新
年
会
や
誕
生
会
、
踊

り
、
花
壇
の
手
入
れ
、
そ
し
て
年
2
回
の
日
帰
り
バ
ス

旅
行
、
地
域
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
出
来
る
範
囲
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
の
元
気
な
明
る
い
笑

顔
を
見
る
と
う
れ
し
く
ほ
っ
と
し
ま
す
！

　

今
、
私
は
自
分
の
健
康
の
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
練
習
場
所
ま
で
15
分
く
ら
い
歩

い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
出
会
っ
た
人
と
元
気
に
あ
い
さ

つ
す
る
の
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。
練
習
し
て
も
上
手

に
な
ら
な
い
け
れ
ど
・・・
で
も
ね
、
下
手
で
も
い
い
！

体
を
動
か
し
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
み
ん
な
と

笑
い
お
話
し
を
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
健
康
維
持
で
き

る
。
老
後
の
健
康
は
最
高
な
財
産
、
宝
だ
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
何

よ
り
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
発
に
外
に
出
て
、
友
人
の
輪
を
広
げ

て
「
動
く
こ
と
」
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
思
い
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

私
の
つ
ぶ
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
学
区
　
若
葉
会
　
浦
田
　
翠

　
「
サ
テ
ー
サ
テ
ー
、
こ
れ
は
南
京
玉
す
だ
れ
、
サ
テ

も
不
思
議
な
玉
す
だ
れ
」
の
か
け
声
と
演
技
に
魅
せ
ら

れ
て
、玉
す
だ
れ
愛
好
会
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。「
竹

の
数
は
五
十
と
六
本
、
糸
の
結
び
目
は
百
と
十
結
び
、

変
化
自
在
に
操
っ
て
ご
覧
に
い
れ
ま
す
」
が
口
上
で

す
。
見
て
い
る
と
簡
単
な
の
で
す
が
、
実
際
は
な
か
な

か
大
変
な
代
物
で
、
練
習
を
積
み
先
輩
と
同
じ
早
さ
で

口
上
に
の
っ
て
出
来
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

次
郎
長
の
仁
義
、水
戸
黄
門
、落
語
の
「
じ
ゅ
げ
む
」、

昔
話
の
語
り
芝
居
、
弁
天
娘
女
白
浪
の
口
上
、
長
生
き

音
頭
等
、
役
を
分
担
し
て
感
情
を
込
め
て
演
じ
て
い
ま

す
。
セ
リ
フ
を
忘
れ
て
ち
ょ
っ
と
詰
ま
っ
た
時
、
客
席

か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
」
と
声
が
か
か
る
と
う
れ
し
く
て
、

気
持
ち
は
ま
す
ま
す
宇
宙
に
昇
り
ま
す
。
そ
し
て
新
し

い
演
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
年
は
手
作
り
の
獅

子
頭
で
明
る
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
と
祝

い
、
舞
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

玉
す
だ
れ
愛
好
会
で
自

分
も
楽
し
く
皆
さ
ま
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
京
玉
す
だ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
辻
地
区
　
辻
五
区
第
一
千
歳
会
　
佐
野
す
ず
子

揃いの衣装で練習の成果を披露

客席からの応援がとてもうれしいです
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南
北
朝
時
代
（
１
３
３
６
～

１
３
９
２
年
）
が
勃
発
し
た

こ
と
に
よ
り
後
醍
醐
天
皇
配
下

の
狩
野
貞
長
は
京
都
の
警
護
役

か
ら
故
郷
の
駿
河
に
帰
り
、
安

倍
城
を
築
き
北
朝
方
の
今
川
氏

（
足
利
将
軍
派
）
の
賤
機
山
城

と
対
峙
し
た
。

　

今
回
は
安
倍
城
跡
（
標
高

４
３
５
ｍ
）を
ご
案
内
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
羽
鳥
バ
ス
停
ま
で
路
線
バ
ス
に
乗

り
、
梅
園
で
有
名
な
洞
慶
院
ま
で
平
地
を
徒
歩
30
分

程
で
着
く
、
洞
慶
院
か
ら
は
山
道
に
入
り
33
体
の
石

仏
を
確
認
し
な
が
ら
、
木
の
根
が
露
出
し
た
林
の
中

を
40
分
で
最
後
の
石
仏
に
到
着
。
そ
し
て
更
に
40
分

で
右
に
鉄
塔
が
あ
る
増
善
寺
の
分
岐
点
を
過
ぎ
、
設

置
し
て
あ
る
ロ
ー
プ
に
も
助
け
ら
れ
急
な
上
り
坂
も

あ
る
山
道
を
20
分
で
安
倍
城
跡
に
到
着
し
た
。

　

う
っ
そ
う
と
し
た
山
道
を
ひ
た
す
ら
登
り
切
っ

た
と
こ
ろ
は
、
目
を
疑
う

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
景
観

で
、
左
か
ら
富
士
山
・
伊

豆
の
山
々
・
更
に
そ
の
先

に
は
神
津
島
が
見
え
る
と

い
う
。
た
ま
た
ま
頻
繁
に

こ
こ
を
訪
れ
る
と
い
う
方

に
お
聞
き
し
た
ら
冬
で
も

な
い
の
に
今
日
は
よ
く
神

津
島
が
見
え
る
と
言
っ
た
が
、
私
に
は
神
津
島
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
近
く
に
は
賤
機
山
の

山
並
み
の
中
に
今
川
氏
が
築
い
た
標
高
１
７
０
ｍ
の

賤
機
山
城
が
あ
っ
た
。
日
本
平
・
駿
河
湾
と
し
ば
し

見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
遠
い
昔
の
貞
長
は
賤
機
山
城

方
面
を
ど
ん
な
思
い
で
見
て
い
た
の
か
興
味
深
い
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
16
人
い
た
皇
子
の
一
人
宗
良
親
王

が
安
倍
城
を
訪
れ
た
時
、
貞
長
の
娘
と
の
悲
恋
の
歌

が
『
李
花
集
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
景
色
に
見
と
れ

た
が
、
山
頂
に
は
「
安
倍
城
跡
」
と
書
か
れ
た
大
き

な
碑
と
、可
睡
斎
の
高
僧
の
朧
り
ゅ
う
せ
ん仙
老
師
の
書
い
た「
芙

蓉
白
雪
放
霊
光
」
の
石
碑
が
あ
る
。

　

下
り
は
20
分
で
西
ヶ
谷
分
岐
を
経
て
、
狩
野
貞
長

の
墓
へ
寄
る
関
係
で
内
牧
を
目
指
し
た
が
、
内
牧
コ

ー
ス
は
結
構
大
変
な
道
で
途
中
で
道
が
無
く
な
り
沢

沿
い
の
難
儀
な
道
も
あ
り
、
西
ヶ
谷
分
岐
か
ら
内
牧

下
バ
ス
停
ま
で
40
分
の
予
定
が
１
時
間
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
墓
ま
で
は
平
地
で
15
分
だ
っ
た
。

　

帰
り
道
は
西
ヶ
谷
へ
下
り
る
コ
ー
ス
が
お
勧
め
で

す
。（
水
上 

博
）

第14回

今回歩いたコース

安倍城跡からの眺め　手前から安倍川、

賤機山、日本平、伊豆半島（駿河湾）
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葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

か
が
り
火
に
映
え
る
シ
ニ
ア
の
初
句
会

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

大お
お
や
し
ま

八
洲
雲
燦
々
と
初
御
空

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

歌
留
多
取
り
負
け
て
悔
し
い
祖
母
の
顔

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

吉
尾　

茂

生
あ
る
を
謝
し
て
拝
む
初
日
の
出

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穂

饒
舌
や
小
切
れ
に
な
り
し
雑
煮
椀

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
彦

初
日
の
出
拝
が
み
し
後
の
宮
参
り

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

筆
初
め
寿じ
ゅ

の
一
文
字
を
書
き
お
ろ
し

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

矢
部　

丙
八

老
害
を
虞お
そ

れ
つ
八
十
路
年
明
け
る

葵
区　

安
東
学
区　

互
楽
会　

鈴
木　

辰
男

甲
高
き
ゴ
ル
フ
の
声
よ
初
美
空

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

初
夢
の
荒
野
で
一
人
迷
ひ
け
り

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

父
成
せ
ぬ
八
十
路
の
初
日
拝
が
め
り

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

蜩
の
一
声
秋
を
誘
い
来
る

葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

大
場　

慶
一

喜
寿
越
え
て
老
い
て
も
盛
ん
寒か
ん
ざ
ら
い

復
習

葵
区　

一
番
町
学
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

初
暦
米
寿
迎
ふ
る
日
を
記
す

清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

旅
人
よ
神
の
道
よ
り
一
句
か
な

駿
河
区　

中
島
学
区　

中
島
上
寿
会　

鈴
木　

康
子

逆
さ
富
士
田
貫
湖
面
に
夕
映
え
の

　
　

ピ
ン
ク
の
雲
と
美
し
く
映
ゆ

清
水
区　

興
津
地
区　

興
津
中
町
緑
会　

海
野　

文
江

山
々
は
も
み
ぢ
濃
く
し
て
そ
こ
か
し
こ

　
　

蜜
柑
色
づ
く
ふ
る
里
の
山

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

山
田　

光

孫
帰
る
ホ
ッ
と
す
る
や
ら
が
っ
か
り
す
る
や
ら

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

釘
づ
け
の
仕
掛
花
火
で
夏
飾
る

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

思
い
や
り
支
え
あ
っ
て
の
五
十
年

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

渡
部　

ミ
サ

茶
畑
の
亀
裂
が
残
る
山
崩
れ

俳
句

短
歌

川
柳

会
員
文
芸
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葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

老
い
て
な
お
夢
を
持
ち
つ
つ
歩
き
た
い

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

鑑
定
で
古
い
器
が
高
値
よ
び

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子

京
の
旅
だ
ら
り
の
帯
と
ハ
イ
ポ
ー
ズ

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

小
野
田
た
ま
代

老
い
の
身
を
は
げ
ま
し
な
が
ら
明
日
に
向
き

葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

遠
藤
加
津
子

眼
が
語
る
心
の
窓
の
喜
怒
を
無
視

清
水
区　

入
江
地
区　

入
江
南
町
寿
会　

杉
山　

市
郎

金
箔
酒
よ
り
も
焼
酎
あ
と
二
杯

清
水
区　

不
二
見
地
区　

寿
会　

杉
山　

保
司

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
唄
ふ
シ
ニ
ア
に
若
さ
あ
り

駿
河
区　

中
島
学
区　

中
島
上
寿
会　

鈴
木　

康
子

河
原
の
な
で
し
こ

　

喜
寿
も
過
ぎ

　

無
病
息
災
の
あ
り
が
た
き
こ
と

　

わ
た
し
…

　

河
原
の
な
で
し
こ
が
好
き

　

今
日
も
ク
ラ
ブ
握
っ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

球
打
ち
ゃ
活
力
湧
い
て
く
る

　

あ
あ
ぁ
…

　

な
ん
て
た
の
し
や
老
い
の
輪

2
0

ペ
ー

ジ
の

答
え

　
①

誤
認

　
②

嗚
咽

　
③

思
想

　
④

傾
倒

　
⑤

祝
福

　
⑥

近
道

詩

◇ 

次
回
は
平
成
27
年
7
月
号
（
第
21
号
）
発
行
で
す
。

◇ 

原
稿
締
め
切
り
　

5
月
15
日
（
金
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め

　
　
　

１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名

　
　

筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会

　
　

に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
　

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦

　
　

し
て
下
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　
〒
４
２
０

−

０
８
５
４	

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

伊
藤　

義
郎　
　

松
永
安
太
郎　
　

朝
比
奈
秀
子

宮
本　

敏
明　
　

永
井　

規
之　
　

深
澤
き
ぬ
子

松
永　

勝
子　
　

岡
村　

愛
子　
　

海
野　

し
づ

山
田　

光

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

ゴ

ヒ

ャ

ク

ラ

カ

ン

クロスワードパズル
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30
年
に
一
度
の
異
常
気
象
に
よ
る
猛

暑
・
豪
雨
・
台
風
、
加
え
て
噴
火
と
、
悲

し
い
報
道
が
続
い
た
日
々
で
し
た
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
こ
う
い
う
中
で
、

日
本
人
3
人
が
揃
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
受
賞
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

先
日
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
、
総
人
口
に
対

す
る
高
齢
者
の
割
合
が
65
歳
以
上
が
4
人
に
一
人
、

75
歳
以
上
が
8
人
に
一
人
と
過
去
最
高
で
、
こ
れ

か
ら
も
増
加
す
る
予
測
で
す
。
総
人
口
の
4
分
の

1
が
高
齢
者
な
の
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
減

少
し
て
い
ま
す
。「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ま
も
増

強
策
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
成
功
例
な
ど
を
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。（
川
島 

喜
示
榮
）

◎
水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

鈴
木　

健
仁
（
葵　

区　

安　

東
）

鈴
木　

富
男
（
駿
河
区　

長
田
北
）

浦
田　
　

翠
（
駿
河
区　

中　

島
）

辻　
　

幹
夫
（
清
水
区　

不
二
見
）

川
島
喜
示
榮
（
清
水
区　
　

辻　

）

◎
は
委
員
長

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
15
日
は
ー
と
ぴ
あ
清

水
に
て
、
平
成
26
年
度
静
岡

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
友
愛

活
動
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ

平
成
26
年
度
県
老
連
友
愛
活
動
表
彰
伝
達
式

れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ

た
の
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
産

女
産
寿
会
（
葵
区
）
と
渋
川

南
福
寿
会
（
清
水
区
）
の
２

団
体
で
す
。
２
団
体
は
、
笑

顔
と
楽
し
み
を
仲
間
た
ち
と

分
か
ち
合
う
た
め
の
「
お
し

ゃ
べ
り
会
」
を
、
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
、
今
回
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。
服
部
会
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ふたつの文字に同じ部首を
付けると熟語になります。

「楽 早」  → 「薬 草」 になります
（それぞれに「草かんむり」を付ける）

例 題

① 呉 忍 → ② 烏 因 →
③ 田 相 → ④ 頃 到 →
⑤ 兄 畐 → ⑥ 斤 首 →

写真右／シニアクラブ産女産寿会
　　　　堀内 釼次 会長

写真左／渋川南福寿会　横澤 道則 会長

編 集 後 記


